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公益社団法人 長崎県看護協会
長崎県看護連盟 名誉会長　山　口　ミユキ

　長崎県看護連盟の皆様、日頃より多大なるご支援を賜り誠にありがとう
ございます。
　140名以上の国会議員の参加の下、看護問題対策議員連盟を開催しました。
日本看護連盟・日本看護協会からは、離島・へき地の看護活動や看護職員
の養成・確保などについて要望をいただき、過疎地域の医療提供体制の充

実や地方での人材確保に向けたプロジェクトチームの設置が承認されました。
　また、看護学校では受験者数の減少や定員割れが続き、看護職の地域偏在が大きな課題となって
います。厚生労働委員会でこの問題を取り上げ、その結果、厚生労働省では「2040年に向けた看護
職員の養成確保のあり方に関する検討会」が設置され、令和8年度内の取り
まとめに向けた議論が進んでいます。看護職員が安定的に確保され、その
力を十分に発揮できる環境整備に向け、引き続き尽力して参ります。

参議院議員　石田　まさひろ

　長崎県看護連盟の皆さま、こんにちは。
　日頃より医療の最前線でご尽力いただいておりますことに、心より敬意
と感謝を申し上げます。
　厚生労働省では、2040年を見据えた看護職員の養成・確保の在り方に関
する検討会が始まりました。少子高齢化が進む中、人材確保や働き続けら

れる職場環境の整備、専門性の向上は喫緊の課題です。また、自然災害時の支援や、超高齢社会の
進展に伴う在宅医療・介護ニーズの増加など、看護職に求められる役割はますます重要になってい
ます。
　皆さまが安心して力を発揮できる環境整備にしっかり取り組むとともに、産後ケアを中心とした
妊産婦のメンタルヘルス支援や、若者支援に取り組む議員連盟の立ち上げなど、誰もが安心して暮
らせる社会づくりを進めています。
　これからも現場の声を大切に、皆
さまのお力になれるよう全力で取り
組んでまいります。

日本看護連盟 会長　髙　原　静　子

　せみしぐれの降りそそぐ頃、会員皆様におかれましてはお障りなくお過
ごしでしょうか。連盟総会も無事に恙なく終わることができまして、新年
度の業務をスタートすることができました。
　過日、７月16日に自由民主党看護問題対策議員連盟総会及び勉強会が開
催され、下記の内容が検討されました。
１．プロジェクトチームの設置について

　（1）過疎地域での医療確保における看護職の活動PT
　（2）人口減少化における看護のあり方検討PT
２．看護問題対策議員連盟勉強会の開催について
　今後、テーマを絞り全15回程度／月１回（60分／回）承認されました。国会中にもかかわらず国
会議員本人、代理合わせて186名と多数の議員に出席頂きました。また、県選出の議員にも出席い
ただいております。
　友納議員よりも、高度な専門性と大きな責任を担い、昼夜問わず医療現場を支える看護職が、そ
の役割に見合った適切な評価を受けられるよう、ご理解とご支援をお願いされました。看護政策推
進に向け、一人でも多くの議員に継続して参加いただけると幸いです。
　新年度も皆様方のご指導ご協力をいただきながら活動してまいります。どうぞよろしくお願い致
します。

長崎県看護連盟 会長　久　米　春　代

　長崎県看護連盟の皆様、日頃より看護連盟の活動に多大なるご理解とご
協力を賜り、心より感謝申し上げます。4月に迎え入れた新人看護職員は、
少しずつ業務に慣れてきた喜びがある一方で、理想と現実のギャップに悩
み、心身の疲労が表れているのではないでしょうか？どうか新人の小さな
サインに気づき、暖かい声掛けとサポートをお願いいたします。
　現在、我が国の医療・介護の現場は、少子高齢化がさらに進行し、地域

医療構想や医療DXの推進される中、看護の専門性がこれまで以上に求められています。しかし、
その重責に見合った評価と働きやすい環境が整備されなければ、日本の医療提供体制を維持するこ
とはできません。現場で感じている「こうなればもっと良いのに」「ここが厳しい」という声こそが、
国を動かす政策の原案です。
　処遇改善や働き方改革をはじめとする課題解決に向け、現場の切実な声を政治の場へしっかりと
届け、具体的な政策実現に全力で取り組んでまいります。

　孟夏の候、厳しい暑さの中、会員の皆様お障りありませんでしょうかお
伺い申しあげます。さて、令和 8年度通常総会も平穏に過ぎ、いよいよ新
年度の業務に専念中、社会はすでに超少子超高齢社会の中で。今年度は穏
やかな年、この年を大切に同志の力を結集して「自分たちのことは自分で」
一糸乱さず力合わせて、更に努力を重ねて前進しましょう。
　社会から評価された今の看取りに、地球は24時間、すべてを平等に「生

きた人間の命を人間らしくその人らしく、穏やかな最期を支える看取りの文化」この記事にグーと
一息、絶句、更に健康でより一層、良質の看取りが提供できるために、力合わせ良い政治を目指し
て前進しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「改正国境離島法成立」2026年７月９日（長崎新聞）

参議院議員　友　納　り　お
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公益社団法人 長崎県看護協会
長崎県看護連盟 名誉会長　山　口　ミユキ

　長崎県看護連盟の皆様、日頃より多大なるご支援を賜り誠にありがとう
ございます。
　140名以上の国会議員の参加の下、看護問題対策議員連盟を開催しました。
日本看護連盟・日本看護協会からは、離島・へき地の看護活動や看護職員
の養成・確保などについて要望をいただき、過疎地域の医療提供体制の充

実や地方での人材確保に向けたプロジェクトチームの設置が承認されました。
　また、看護学校では受験者数の減少や定員割れが続き、看護職の地域偏在が大きな課題となって
います。厚生労働委員会でこの問題を取り上げ、その結果、厚生労働省では「2040年に向けた看護
職員の養成確保のあり方に関する検討会」が設置され、令和8年度内の取り
まとめに向けた議論が進んでいます。看護職員が安定的に確保され、その
力を十分に発揮できる環境整備に向け、引き続き尽力して参ります。

参議院議員　石田　まさひろ

　長崎県看護連盟の皆さま、こんにちは。
　日頃より医療の最前線でご尽力いただいておりますことに、心より敬意
と感謝を申し上げます。
　厚生労働省では、2040年を見据えた看護職員の養成・確保の在り方に関
する検討会が始まりました。少子高齢化が進む中、人材確保や働き続けら

れる職場環境の整備、専門性の向上は喫緊の課題です。また、自然災害時の支援や、超高齢社会の
進展に伴う在宅医療・介護ニーズの増加など、看護職に求められる役割はますます重要になってい
ます。
　皆さまが安心して力を発揮できる環境整備にしっかり取り組むとともに、産後ケアを中心とした
妊産婦のメンタルヘルス支援や、若者支援に取り組む議員連盟の立ち上げなど、誰もが安心して暮
らせる社会づくりを進めています。
　これからも現場の声を大切に、皆
さまのお力になれるよう全力で取り
組んでまいります。

日本看護連盟 会長　髙　原　静　子

　せみしぐれの降りそそぐ頃、会員皆様におかれましてはお障りなくお過
ごしでしょうか。連盟総会も無事に恙なく終わることができまして、新年
度の業務をスタートすることができました。
　過日、７月16日に自由民主党看護問題対策議員連盟総会及び勉強会が開
催され、下記の内容が検討されました。
１．プロジェクトチームの設置について

　（1）過疎地域での医療確保における看護職の活動PT
　（2）人口減少化における看護のあり方検討PT
２．看護問題対策議員連盟勉強会の開催について
　今後、テーマを絞り全15回程度／月１回（60分／回）承認されました。国会中にもかかわらず国
会議員本人、代理合わせて186名と多数の議員に出席頂きました。また、県選出の議員にも出席い
ただいております。
　友納議員よりも、高度な専門性と大きな責任を担い、昼夜問わず医療現場を支える看護職が、そ
の役割に見合った適切な評価を受けられるよう、ご理解とご支援をお願いされました。看護政策推
進に向け、一人でも多くの議員に継続して参加いただけると幸いです。
　新年度も皆様方のご指導ご協力をいただきながら活動してまいります。どうぞよろしくお願い致
します。

長崎県看護連盟 会長　久　米　春　代

　長崎県看護連盟の皆様、日頃より看護連盟の活動に多大なるご理解とご
協力を賜り、心より感謝申し上げます。4月に迎え入れた新人看護職員は、
少しずつ業務に慣れてきた喜びがある一方で、理想と現実のギャップに悩
み、心身の疲労が表れているのではないでしょうか？どうか新人の小さな
サインに気づき、暖かい声掛けとサポートをお願いいたします。
　現在、我が国の医療・介護の現場は、少子高齢化がさらに進行し、地域

医療構想や医療DXの推進される中、看護の専門性がこれまで以上に求められています。しかし、
その重責に見合った評価と働きやすい環境が整備されなければ、日本の医療提供体制を維持するこ
とはできません。現場で感じている「こうなればもっと良いのに」「ここが厳しい」という声こそが、
国を動かす政策の原案です。
　処遇改善や働き方改革をはじめとする課題解決に向け、現場の切実な声を政治の場へしっかりと
届け、具体的な政策実現に全力で取り組んでまいります。

　孟夏の候、厳しい暑さの中、会員の皆様お障りありませんでしょうかお
伺い申しあげます。さて、令和 8年度通常総会も平穏に過ぎ、いよいよ新
年度の業務に専念中、社会はすでに超少子超高齢社会の中で。今年度は穏
やかな年、この年を大切に同志の力を結集して「自分たちのことは自分で」
一糸乱さず力合わせて、更に努力を重ねて前進しましょう。
　社会から評価された今の看取りに、地球は24時間、すべてを平等に「生

きた人間の命を人間らしくその人らしく、穏やかな最期を支える看取りの文化」この記事にグーと
一息、絶句、更に健康でより一層、良質の看取りが提供できるために、力合わせ良い政治を目指し
て前進しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「改正国境離島法成立」2026年７月９日（長崎新聞）

参議院議員　友　納　り　お
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開 催 日  2026年７月４日（土）　13：00～15：30
場　　所 　長崎県建設総合会館本館８階大会議室
来　　賓 　鈴木 史朗 長崎市長
　　　　　日野出 悦子 長崎県看護協会会長
報告事項　2025年度 事業実施報告
　　　　　2025年度 決算報告
　　　　　2025年度 役員会　委員会など　10項目
審議事項　2026年度 事業計画(案)
　　　　　2026年度 予算(案)
　　　　　役員改正について　など　８項目

2026 長崎県連盟通常総会 開催2026 日本看護連盟通常総会 開催

・岩崎 美千子様　・金澤 きみ代様　・小渕 美樹子様　・立川 明子様　・松尾 清美様

新旧役員挨拶

基調講演

退任あいさつ
立川 明子・中村 節子・松尾 清美
　活動を通して、看護職の職場環境をより良くするためには、
看護連盟の活動や意義を理解し国政に看護職の代表を送り続け
ることが重要であると感じました。
　これからは一会員として役割を果たしていきたいと思います。
看護連盟の益々のご発展とご活躍を心より願っています。

就任あいさつ
医療法人 博愛会　哲翁病院　西田 多予子
　このたび、幹事を拝命いたしました。身の引き締まる思いと共に、皆様と力を合わせ
て活動できることを心強く感じています。看護管理を学ぶ中で、現場の声をしっかりと
届けるためには看護政策が欠かせないと気づきました。これからは、皆様と共に歩みな
がら、看護の未来を少しでも良い方向へ進められるよう努めてまいります。どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

「あなたがいたから～看護の意味 当事者と福祉の視点から～」

長崎県看護連盟　表彰受賞者

お世話に
なりました

講　師　社会福祉法人　ことの海会　相談員　織田 帆尊 様

　　

ユーモアあふれて笑いあり、
感動の涙あり、
看護師としての
存在意義を改めて実感し、
元気をいただきました。

表彰、おめでとうございます
今後も、よろしくお願いいたします

名誉会員
金澤　きみ代　顧問

佐世保中央病院
県北3支部幹事長

野口 早由里さん

　日本看護連盟通常総会に代議員として参加し、大変貴重な経験となりました。全国で熱意を持って活動さ
れている方々の発言から多くの学びを得ました。
　看護職代表議員の活動を通じ、診療報酬改定による看護職の処遇改善が、代表を国会へ送り続けてきた成
果であることを改めて認識しました。
　未来の看護を支えるため、一人でも多くの仲間とともに連盟活動の輪を広げていきたいと感じました。

〈長崎県看護連盟からの参加者〉 〈友納先生、髙原会長を囲んで〉

開 催 日  2026年７月29日（水）
場　　所 　東京プリンスホテル

12：00　開　場
12：55　オリエンテーション
13：00　開　会
　　　　物故会員への黙禱
　　　　挨　拶
　　　　日本看護連盟会長　髙原 静子 
13：10　来賓祝辞
　　　　日本看護協会　会長　　　　　　　  秋山　智弥
　　　　自由民主党　総裁　　　　　　　　  高市　早苗
　　　　厚生労働大臣　　　　　　　　　　  上野　賢一郎
　　　　文部科学大臣　　　　　　　　　　  松本　洋平
　　　　自由民主党看護問題対策議員連盟会長　加藤　勝信
　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　  　阿部　俊子
　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　  　髙階 恵美子
　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　  　石田　昌宏
　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　　  友納　理緒
13：55　議長団選出
　　　　　報告事項
　　　　　　１．2026年度名誉会員
　　　　　　２．2025年度　通常総会、会議等報告
　　　　　　３．2025年度委員会報告
　　　　　　４．2025年度日本看護連盟事業の実施報告
　　　　　　５．2025年度決算報告・監査報告
　　　　　　６．2026年度　スローガン
　　　　　　７．「看護連盟のパーパス」策定について
　　　　　　８．2026年度日本看護連盟事業計画
　　　　　　９．2026年度予算
　　　　　　10．退任役員、新任役員報告
　　　　　審議事項
　　　　　　１．日本看護連盟規約等改正（案）
　　　　　　２．第28回参議院議員選挙組織内候補予定者について
　　　　退任役員、新任役員紹介
　　　　新任役員、退任役員挨拶
　　　　綱領宣言
　　　　連盟の歌
15：30　閉　会　　　
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開 催 日  2026年７月４日（土）　13：00～15：30
場　　所 　長崎県建設総合会館本館８階大会議室
来　　賓 　鈴木 史朗 長崎市長
　　　　　日野出 悦子 長崎県看護協会会長
報告事項　2025年度 事業実施報告
　　　　　2025年度 決算報告
　　　　　2025年度 役員会　委員会など　10項目
審議事項　2026年度 事業計画(案)
　　　　　2026年度 予算(案)
　　　　　役員改正について　など　８項目

2026 長崎県連盟通常総会 開催2026 日本看護連盟通常総会 開催

・岩崎 美千子様　・金澤 きみ代様　・小渕 美樹子様　・立川 明子様　・松尾 清美様

新旧役員挨拶

基調講演

退任あいさつ
立川 明子・中村 節子・松尾 清美
　活動を通して、看護職の職場環境をより良くするためには、
看護連盟の活動や意義を理解し国政に看護職の代表を送り続け
ることが重要であると感じました。
　これからは一会員として役割を果たしていきたいと思います。
看護連盟の益々のご発展とご活躍を心より願っています。

就任あいさつ
医療法人 博愛会　哲翁病院　西田 多予子
　このたび、幹事を拝命いたしました。身の引き締まる思いと共に、皆様と力を合わせ
て活動できることを心強く感じています。看護管理を学ぶ中で、現場の声をしっかりと
届けるためには看護政策が欠かせないと気づきました。これからは、皆様と共に歩みな
がら、看護の未来を少しでも良い方向へ進められるよう努めてまいります。どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

「あなたがいたから～看護の意味 当事者と福祉の視点から～」

長崎県看護連盟　表彰受賞者

お世話に
なりました

講　師　社会福祉法人　ことの海会　相談員　織田 帆尊 様

　　

ユーモアあふれて笑いあり、
感動の涙あり、
看護師としての
存在意義を改めて実感し、
元気をいただきました。

表彰、おめでとうございます
今後も、よろしくお願いいたします

名誉会員
金澤　きみ代　顧問

佐世保中央病院
県北3支部幹事長

野口 早由里さん

　日本看護連盟通常総会に代議員として参加し、大変貴重な経験となりました。全国で熱意を持って活動さ
れている方々の発言から多くの学びを得ました。
　看護職代表議員の活動を通じ、診療報酬改定による看護職の処遇改善が、代表を国会へ送り続けてきた成
果であることを改めて認識しました。
　未来の看護を支えるため、一人でも多くの仲間とともに連盟活動の輪を広げていきたいと感じました。

〈長崎県看護連盟からの参加者〉 〈友納先生、髙原会長を囲んで〉

開 催 日  2026年７月29日（水）
場　　所 　東京プリンスホテル

12：00　開　場
12：55　オリエンテーション
13：00　開　会
　　　　物故会員への黙禱
　　　　挨　拶
　　　　日本看護連盟会長　髙原 静子 
13：10　来賓祝辞
　　　　日本看護協会　会長　　　　　　　  秋山　智弥
　　　　自由民主党　総裁　　　　　　　　  高市　早苗
　　　　厚生労働大臣　　　　　　　　　　  上野　賢一郎
　　　　文部科学大臣　　　　　　　　　　  松本　洋平
　　　　自由民主党看護問題対策議員連盟会長　加藤　勝信
　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　  　阿部　俊子
　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　  　髙階 恵美子
　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　  　石田　昌宏
　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　　  友納　理緒
13：55　議長団選出
　　　　　報告事項
　　　　　　１．2026年度名誉会員
　　　　　　２．2025年度　通常総会、会議等報告
　　　　　　３．2025年度委員会報告
　　　　　　４．2025年度日本看護連盟事業の実施報告
　　　　　　５．2025年度決算報告・監査報告
　　　　　　６．2026年度　スローガン
　　　　　　７．「看護連盟のパーパス」策定について
　　　　　　８．2026年度日本看護連盟事業計画
　　　　　　９．2026年度予算
　　　　　　10．退任役員、新任役員報告
　　　　　審議事項
　　　　　　１．日本看護連盟規約等改正（案）
　　　　　　２．第28回参議院議員選挙組織内候補予定者について
　　　　退任役員、新任役員紹介
　　　　新任役員、退任役員挨拶
　　　　綱領宣言
　　　　連盟の歌
15：30　閉　会　　　
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青年部役員交代

青年部が支部化します‼

青年部便り青年部便り

現場感覚を持つ青年層が全体的に連盟活動に参画できる基盤を確立し、次世代の看護連盟の
リーダーとなる青年部を育成するとともに、組織全体を活性化させることにつながります。

　前任の小川部長より、青年部部長を引き継ぎ約２年経ち今回、新たな部長として貞方新
部長に引き継ぐこととなりました本多です。青年部として連盟活動に携わり10年近く経
ちますが多くの良い出会いと皆さんの協力もあり無事に乗り越えることができました。あ
りがとうございます。今後は青年部も支部化を行い、今まで以上に看護連盟の中での役割
は重要になっていくかと思います。新部長を中心に頑張っていきますので今後とも青年部
をよろしくお願いします。

青年部支部化するとどう変わる？

正式な位置付け

青年部委員会→青年部支部
都道府県看護連盟内における

立ち位置がかわる

●組織体制・規約において明確化

●役割・責任の拡大

組織基盤の強化

未来への土台づくり
看護連盟を

持続可能な組織へ

●青年層会員の確保・育成を
　より前に進めていくための体制

県監事としての参画

青年部代表者が運営方針の決定に関与
発言権だけではなく
｢議決権｣を持つ

多様な視点の反映

「現場の声」を組織の力へ
従来の慣習にとらわれない

新しい風

●青年部代表者が
　運営方針の決定に関与

●役員会での議論と決定事項を
　青年部へ迅速にフィードバック

●青年部代表者が
　運営方針の決定に関与

●役員会での議論と決定事項を
　青年部へ迅速にフィードバック

●現場感覚をもつ青年層の視点を
　連盟活動や政策提言へ反映

●経験を通じた次世代のリーダー
　育成と組織全体の活性化

●現場感覚をもつ青年層の視点を
　連盟活動や政策提言へ反映

●経験を通じた次世代のリーダー
　育成と組織全体の活性化

　こんにちは、この度、青年部部長を引き継ぐ事になりました、貞方です。今まで本多部
長に引っ張って頂いていたので、自分が逆の立場になることに少なからずプレッシャーを
感じています。ですが、青年部の仲間を含め、皆さんのお力を頂きながら頑張りたいと思
います。今年度は、青年部が青年部支部となって初めての年です。手探りで進めていくこ
ともあるかとは思いますが、一つ一つ丁寧にすすめていきたいと思います。よろしくお願
いします。 貞方　春香

本多　葵
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看護祭開催決定！！
　今年は２年に１回の看護祭の年です。
　右記の通り開催します。売り上げは、例年同様、
日本赤十字社への寄付を予定しています。お知
り合いの方とお誘い合わせの上、ご来場をお待
ちしております。
　会員の皆様、10月初旬頃より献品
を各施設で募集いたします。ご協力を
よろしくお願いします。

県南地区

OB支部

離島地区

県央地区

県北地区

　今回、県北地区は、３支部から２支部に変更となりました。
支部構成施設は以下の通りです。２支部で構成することにより、
効率よく運用でき、かつ、連絡しやすく協力しやすい関係性ができ、
情報共有がしやすくなると思います

県北第1支部
6施設

（379名）

県北第2支部
8施設

（385名）

・佐世保総合医療センター　・佐世保共済病院

・長崎県キャリア支援センター・福田整形外科

・松浦中央病院　・すどう内科　　

・佐世保中央病院　・燿光リハビリテーション病院　
・北松中央病院　・介護老人保健施設 燦　
・リハビリサポートひうみ　・介護老人保健施設長寿苑　　　　
・グループホーム来夢　・ゆうあいホーム横尾

　会員の皆さま、理解と協力有難うございました。今年度もよろしくお願いします

※写真は前回開催時の様子

2025年度支部主催
６支部合同研修会２回
６支部合同報告会１回
各支部　ミニ研修・新入職者研修

第27回参議院議員選挙
長崎県知事選挙

実 施

後援会活動・
選挙活動

☆2026年度は、支部編成の検討やオンライン会議、研修などを実施します

　後輩たちの職場環境・処遇改善のため、日々、
活動を続けています。

2025年度会員は、23名ですが通年施設訪問による会員募集や
県会議員事務所への訪問を行い交流を図っています。
又地区のイベントなどに参加して広報活動を継続しています。
会員の皆様も観光にお越しください

2025年度会員は、23名ですが通年施設訪問による会員募集や
県会議員事務所への訪問を行い交流を図っています。
又地区のイベントなどに参加して広報活動を継続しています。
会員の皆様も観光にお越しください

支部長
金澤 きみ代

幹事長
伊達木 慶子

幹事
吉村 津彌子

幹事
平田 三枝子

令和8年9月1日から支部化します

新体制で頑張ります。
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